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三井住友銀行とオリックスによるオリックス・クレジットの共同事業化の概要

2009年5月7日、三井住友銀行との間で、関係当局の認可等を前提として、
オリックス・クレジットの共同事業化について基本合意

持株比率： 株式譲渡後の持株比率はオリックスが49%、SMBCが51%

実施時期： 関係当局の認可等を前提として、2009年7月まで

本件実施によって、オリックス・クレジットは持分法適用会社になる予定

オリックス・クレジットの社名及びブランドは当面維持。初代社長はオリックスが派遣

［VIPローン・カード等の写真
を掲載されてはいかがでしょ

うか?］

オリックス・クレジット（OCC）の概要

低金利（5.5-15.0%）・大型枠（最大500万円）の「VIPローン・カード」
を1987年に投入

業績推移

366356335営業収益

59

3,281

06年3月期

5855当期純利益

3,5933,411総資産

08年3月期07年3月期

（単位：億円）

*上記のオリックス・クレジットの業績はSEC基準に基づく
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オリックス・クレジットの魅力－独自の事業モデル

大口の優良顧客向けの低金利・大型枠での貸付という独自の事業モデルをいち早く確立。約
3,500億円の営業債権残高を有するミドルリスク領域でのNo. 1プレイヤー

総量規制の影響をもっとも受けにくい事業モデル

顧客の平均年収の比較1 1顧客当たり平均貸付額の比較1

出典: 各社HP、各社開示資料
注:
1 OCC：08/9期ベース、消費者金融大手平均：08/12期ベース（平均値算出に際しては各社毎に算出した平均年収及び1顧客当たり平均貸付

額を単純平均）。各社の平均年収の算出については、各社の年収区分はレンジ毎の内訳で開示されているため（例:200万円以下:5%、200-
300万円:10%等）、年収の区切りに幅がない場合は当該金額をその区分の平均年収（例:200万円以下の場合は200万円）、幅がある場合は中
間値をその区分の平均年収（例：200–300万の場合は250万）とし、各区分の平均年収に構成比を掛けてそれを合算して算出
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オリックス・クレジットの魅力－独自の事業モデル（続）

オリックス･クレジットのポジショニング
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オリックス・クレジットの魅力－限定的な利息返還請求

利息返還費用1÷営業債権残高2の比較

出典: 各社開示資料
注:
1 利息返還費用はキャッシュアウト発生額＋元本相殺額。消費者金融大手のデータは連結ベースを使用しているが、一部の会社は連結ベー

スの開示がないため、単体ベースの値を使用
2 営業債権：BS計上している営業債権に、オフバランス化されている流動化証券化債権の残高･保証債務の残高を加算
3 消費者金融大手の合計利息返還費用/消費者金融大手の合計営業債権
4 利息返還費用は08/12期のデータに基づいて年換算

従来より貸付時の上限金利が競合他社比で低く、他社に先駆けて上限金利を18%以下に引き下
げていることから、過払利息返還請求に係るリスクは極めて限定的

- 他社は2006年12月の改正貸金業法の成立を受けて2007以降に上限金利の引き下げを実
施したのに対し、OCCは2002年8月より上限金利を18%以下に引き下げ
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オリックス・クレジットの魅力－安定的かつ高い収益性

出典: 各社開示資料
注:
1 OCCはUS GAAPベース
2 消費者金融大手の連結当期利益の合算

大手消費者金融会社は利息返還請求や改正貸金業法の影響で大きく収益が変動している一方、
OCCは安定的な収益を確保

オリックス・クレジットの当期利益の推移1

消費者金融大手の当期利益の推移（合算）2
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オリックス・クレジットの魅力－安定的かつ高い収益性（続）

優良な顧客基盤に立脚したOCCの与信費用比率は、競合他社比で圧倒的に低水準

高いROE水準を維持

ROEの比較3与信費用比率の比較（利息返還関連費用は除く）1

出典: 各社開示資料
注:
1 与信費用は08/12期のデータに基づいて年換算。分母は営業債権にオフバランス化されている流動化証券債権の残高・保証債務の残高を加

算した額。OCCはUS GAAPベース
2 消費者金融大手の合計与信費用/消費者金融大手の合計営業債権
3 期末残高の株主資本ベース。OCCはUS GAAPベース
4 消費者金融大手の合計当期利益（赤字の会社は除く）／消費者金融大手の合計株主資本（赤字の会社は除く）
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